
令和２年度モデル企業

MEMO

日本生命保険相互会社 認定年度：平成27年度～令和３年度

業種：生命保険業 約74,630人

【実践部門】
●１日プラス10分の運動習慣の定着を図る
「NISSAYプラス１０」を実施
● 「美カラテ～宅トレバージョン～」動画の配信
● 「NISSAY WAIK2021」の開催
●東京2020アスリートオンラインイベントの開催
●スニーカー通勤の推奨 など

【支援部門】
● B.LEAGUEクラブチーム×地域・
企業との協働による地域貢献取組を企画・実施
●地域のプロスポーツチームとファンとの
オンライン交流イベントの企画・実施
●車いすバスケ選手オンライン講演会開催による、
パラアスリートと医療従事者（薬剤師等）との交流

など

令和３年度の取組内容

※モデル企業の画像は、「事例集」発行年度当時のものです。

企業情報はこちら
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◆取組を始めたきっかけ

①１日１０分の運動習慣の定着を図る「NISSAYプラス１０」の実施

－当社は、2018年に「健康経営」を掲げ、推進に向けた具体取組みとして「健康経営推進パッケージ」

を作成。2021年度から「NISSAYプラス10活動」を組み込み、従業員の健康維持・増進を図る。

②車いすバスケットボール選手オンライン講演会開催による、パラアスリートと医療従事者との交流

－ダイバーシティ意識醸成は人事部門共通の課題であり、取引先企業との会話でも頻繁に話題に上

がっていた（保険の担当者が人事・総務部の方が多いため）。当社所属の車いすバスケットボール選

手がインナー向けに実施していた「障がい者理解セミナー」を社外の方向けにカスタマイズしてパッケージ

化し、興味関心のある関係企業先へご提案。

◆運用上の特徴や工夫

①１日１０分の運動習慣の定着を図る「NISSAYプラス１０」の実施

●「健康経営」の推進に伴い、各所属で健康経営推進リーダー・リーダー補佐を設定

● Nissayプラス１０チャレンジカードを作成し、運動習慣の見える化

●東京オリンピック・パラリンピック開催時期を“健康増進強化月間”とし、各所属での取組みを集約し、

表彰を実施

②車いすバスケットボール選手オンライン講演会開催による、パラアスリートと医療従事者との交流

●興味関心のあった企業に加え、パラアスリートと関係の深い、医療従事者が属する企業にご案内

●新型コロナ感染拡大時期による業務負荷が増える中、従業員のモチベーションアップに繋がる内容を

重点的に盛り込んだ

◆効果やメリット

①１日１０分の運動習慣の定着を図る「NISSAYプラス１０」の実施

●所属対抗にすることで、各所属で運動について話す機会が増え、新たなコミュニケーションが生まれた

●各所属での取組みが幅広く伝播し、会社全体で健康に対する意識が上がった

● 「プラステンポスター」が作成され、オフィスの至る所で様々なオフィス運動の紹介がされるようになった

②車いすバスケットボール選手オンライン講演会開催による、パラアスリートと医療従事者との交流

●本業では接点の持ちづらい方々と、スポーツを切り口に新たな関係性が構築できる

●パラアスリート自身も医療従事者に支えられてきた想いがあり、医療関係者に感謝の気持ちを伝え

ながら講演を実施。参加者の反応も通常のセミナーより高い結果となった。
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